
兵庫県介護支援専門員協会姫路支部役員会 
日時：2025年６月20日18：30～20：30 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催場所：総合福祉会館 
　文責：井上かをり 

現地参加者　 ：　三木・大森・奥田・松村・尾西・杉岡・大田・北條 
・藤井・柳内・廣瀬・矢内・井上 

オンライン参加  ：　 
欠席　　　　：　岡本 
検討事項　 

1）​ 研修内容の検討　　①医療研修 
　　　　　　　　　　　　血液データの見方について　→準備期間を設けるため今回は見送り 
　　　　　　　　　　　　尿漏れに対する知識等　　　→８月開催を目指し調整開始 

　　　　　　　 　　 
　　　　　　　　　②対人援助関連の研修の進捗・検討内容 
　　　　　　　　　谷先生　９月１３日　研修予定　第二弾の予定として依頼 
　　　　　　　　　内容およびテーマについては調整中　講師からの連絡待ち 
　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　 ③西播連絡会の研修内容の意見聴取及び検討 
　　　　　　　　　候補　　逃げ地図　→　地域等含め範囲が限られるのでブロック研修が最適？　　　　・ホワイトボード
ミーティング　→　　　　　・ファシリテーション　→　いろんな会議に活用しよう　⇒今回採用 
　　　　　　　　　　　　　シャドーワーク　→　 
　　　　　　　　　　　　　BCP　→　 
　　　　　　　　　　　　　虐待　→　施設研修が最適？ 
 
 

2）​ 研修企画の進め方と周知方法について 
　　　　　　　　　　　ビジネスラインを活用する場合の進め方について締め切り等について可視化して 
　　　　　　　　　　　オンラインとしてサポート可能な締め切りを役員内で周知把握する 
　　　　　　　　　　　ｇｏｏｇｌｅフォームについては主担当と相談 
　　　　　　　　　　　研修担当者は研修報告（写真と簡単な内容報告）を行う 

3）​  
　　　　　　　　　ビジネスラインの活用や案として各ブロック研修での周知等について 

　　　　　　　　　その進捗状況の確認や調整等について協議 
 

4）​ 推進協議会への意見聴取 
資料課題は現時点でなし 
報告事項の有無確認 

5）​ 　　 
　　　　　　　　　内容の確認 

 
6）​ ドライブの取扱い 
　　　現在役員であれば閲覧修正含めアクセスができる状態であるが、間違って削除してしまわないように 
　　　アクセスできる人を制限し、必要なデータのみ役員が確認できるようにしていく 
　　　今後役員ラインで報告しオンライン担当がドライブに転送する 
　　　オンライン担当は必要なデータをラインまたはメールにて役員へ送信することで一度統一する 

7）​  
　　　　　　　　　現在役員であればドライブ内のフォルダ等確認が可能となっているが 
　　　　　　　　　誤ってデータが消えてしまう事などから、ｾｷｭﾘﾃｨｰの向上について協議 
　　　　　　　　　し、役員全員が入力可能な現状から、役員内の代表者等が入力出来る 

　　　　　　　　　ようにし、確認は役員全体で行うように調整 
 
報告事項 

1.​ 支部会員入退会状況(月末) 
 4月 5月 6月   7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 前年３月 

会員数   183             

入会 0 　 0   　0 0 0 0 　0 0 0 0 0 0キャンペーン／0通常 

退会 0 0 0   0 0 0 0 0 0 0 　0 0  

転出 0 0    0 0 0 0 0 0 0 　0 0 0 



 
２．県協会総会の報告 
　　質疑応答に１時間半以上時間を要する場面があり、研修頻度等などを含め意見が見　　られ
たことや、議事録がないことなどの確認を含めた質問がみられた 
　　リモート対応での総会 
　　質疑等が多く、時間が長時間化した。次回（来年）県協会役員選挙・代議員の交代 
 
３．介護保険課、生活援護室、障害福祉課、高齢者支援課との協議の報告 
　　介護保険課より生活援護室との意見交換について相談があり、その後障害福祉課お　　よび
高齢者支援課も加わり意見確認となる 
　　独居等の住まい変更や金銭管理等について代行する人がいないことなどからＣＭが　　やる
ことになる風潮があることなどを含め協会より提言 
　　⇒生活援護室については優先順位が就労支援が先になってしまうこともあり、対応　　　が遅
れてしまうこともあるので周知を図ることとしたい。金銭等の管理について　　　は本来後見人が
代行することとなるが、現場目線でいうと、実際に動かないと支　　　援できないケースもあり、どこ
がその業務を行うかという問題はある。包括が行　　　うこともあれば高齢者支援課が対応するこ
ともあり、ＣＭが行うこともあること　　　を知っている。この上で、このような問題がみらた場合につ
いては包括や支援課　　　へ相談をして共有を図りたい 
　　⇒介護保険のパンフレットについて役所窓口でこれまで一部のみの配布であったが　　　常
識の範囲内であれば（１０部程度）配布可能となった※プリントアウトも現在　　　可能に 
　　⇒認定調査料については意見提供 
　　⇒障害福祉課からの申請等についてＦＡＸやオンラインポータルの活用をすすめて　　　いる 
　　⇒資格者証について有効期間が切れる場合については超過しないようにしているが　　　超
えてしまう場合については再送付を行うこととなっている 
　　⇒例外給付の暫定について、先に申請をするが、状況に応じ利用者が結果が出た段　　　階
で逝去してるケースもあり、柔軟な対応を求めるも制度上届け出は必要となる　　　と回答あり 
　　⇒今後の協議等については課題がみられた段階で再度相談等を行い役員内で相談を　　　
行うこととしたい 
　　 
　　協会役員３名と各課と情報共有や問題提起等を行う 
　　今後協議内容等あれば共有していく事となる 
 
４．ズーム契約の名称と支払い担当、通帳の名義について 
　　来年度分について今後役員会議内で報告を行う 
　　次回以降確認 
 
５．西播磨エリアの会合について 
　　・エリア研修の希望　たつの市で行う予定なので詳細決まれば報告予定について 
　　　 
６、主任研修の報告について 
　　参加者も多数あり、いろいろな意見交換ができた 
　　障害支援の内容についても姫路市へ報告する内容の収集が図れた 
　　向上会議の出務について担当を今後引継ぎを検討する 
 
確認 

支部携帯　井上→ 
パソコン　奥田→奥田→矢内 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次回会議予定：令和７年７月１４14日 


